


＜資料 A>
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
！

が

注
同
を
集
め
て
い
る 。
こ
れ
ま
で

レ
ン
タ
ル
市
場
は
資
産
の
所
有
者

が
そ
れ
を
完
全
に
貸
し
出
す
こ
と

が普
通
で
あ
っ

た
が 、
あ
る
時
は

自
分
で
資
産
か
ら
得
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を

消費
し 、
ま
た 、
あ
る
時

は 、
他
人
に
そ
の
サ
i

ビ
ス
を
短

期
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
収
益
を

得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
き

た 。
例
え
ば 、
自
宅・
向
室
の
貸
し

手・
借
り
手
を
結
び
つ
げ
る
米
エ

ア
ビ
l

ア
ン
ド
ビ
l 、

自
家
用
車

に
よ
る
旅
客
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
運

嘗
す
る
米
ウ
！

パ
i

テ
ク
ノ
ロ
ジ

i
ズ
は
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る 。

一
ドベ
こ
う
し
た
シ
ェ

ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

に
対
す
る
本
格
的

な
経
済
分
析
に
つ
い
て
は 、
理
論

・
実
証
と
も
に
こ
の
1 、
2

年
で

よ
う
や
く
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

だ 。
木
稿
で
は
こ
う
し
た
分
野
の

分
析
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い 。

経
済
学
で
は 、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー

と
い
う
言
葉
よ
り

ら 、
ピ
ア・
ツ
！・

ピ
ア
（
以
ド 、

P
2
P）
が
キ
i

ワ
i
ド

に
な
っ

て
い
る 。
P
2
p
と
は
も
と
も
と 、

接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

同

士
が
同
格
で
通
信
し
合『つ
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
形
態
を
指
し
た
用
語
で
あ

る 。
こ
こ
で
は
取
引
に
お
い
て
個

人
と
個
人
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を

怠
昧
し
て
い
る 。

こ
う
し
た
偶
人
資
産
活
用
ビ
ジ

ネ
ス
の
場
は
P
2
P
レ
ン
タ
ル
市

場 、
P
2
P
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム

と
呼
ば
れ
て
い
る 。
こ
れ
は 、
様

々
な
店
と
様
々
な
購
入
者
と
の
取

引
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
で
仲
介

す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド

の
よ
う

な
「
ニ
面
性
市
場」
の
形
態
の
ー

っ
と
も
考
え
ら
れ
る 。
店 、
購
入

者
の
湖
面
に
お
い
て
参
加
者
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
取
引
の
メ
リ
ッ

ト
は
高
ま
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
外
部
性
の
存
在
が 、
爆
発
的
な

発
展
の一
因
と
な
っ

て
い
る 。

レ
ン
タ
ル
市
場
自
体
は
こ
れ
ま

で
も
存
在
し
て
い
た
が 、
そ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
は
企
識
に
限
ら
れ
て

い
た 。
個
人
で
も
可
能
に
な
っ

た

背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か 。

ま
ず 、
偶
人
が
所
有
す
る
体
居

や
自
動
車
を
自
分
が
使
わ
な
い
時

に
提
供
す
る
サ
i

ビ
ス
や
そ
れ
に

ピ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー

ス
（
経
営
資

源）
が
不
足
し
て
い
る 。
そ
こ
に

は
マ
i

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
決
済
シ
ス

テ
ム
と
い
っ

た
ハ
ー
ド

な
リ
ソ
ー

ス
か
ら

信頼・
許
判
と
い
っ

た
ソ

フ
ト

な
リ
ソ
ー

ス
も
合
ま
れ
る 。

し
た
が
っ

て 、
個
人
が
臨
久
財

資
産
を
誰
か
と
共
有
す
る
場
合 、

例
え
ば 、
別
荘
な
ど
高
価
で
頻
繁

に
利
用
し
な
い
資
産
を
知
人
や
親

戚
に
長
期
か
つ
質
貸
料
な
し
で
貸

す
ケ
l

ス
が
多
か
っ

た 。

一
方 、
情
報
通
信
技
術
の
発
達 、

特
に 、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

や
全
地

球
関
位
シ
ス
テ
ム
（
G
P
S）
、

る
決
済
な
ど）

。
ま
た 、
取
引
主

体
双
方
の
評
判
に
つ
い
て
は 、
米

イ
l

ベ
イ
な
ど
の
電
子
商
取
引
で

お
な
じ
み
の
評
判・
評
価・
推
鵡

シ
ス
テ
ム
に
よ
り 、
よ
り
良
い
情

報
提
供
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る 。
こ
れ
が
取
引
す
る
双

方
の
機
会
主
義
的
行
動
（
相
手
を

だ
ま
し
た
り
弱
み
に
つ
け
込
ん
だ

り
す
る
私
利
追
求
行
動）
を
抑
制

し
て
い
る
の
だ 。
も
ち
ろ
ん 、
最

近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い

る
よ
う
に 、
失
望
し
た
利
用
者
は

最
初
か
ら
評
価
を
し
な
い
な
ど 、

実
際
よ
り
も
過
大
評
価
の
傾
向
が

あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
だ 。

以
下
で
は 、
P
2
P
レ
ン
タ
ル

市
場
の
課
題
を
考
え
る
た
め
①
腫

用
へ
の
影
響
②
既
存
業
界
へ
の
影

響
に
分
け
て
論
じ
て
み
よ
う 。

ま
ず 、
米
プ

主

b
・

i
、

3
団
地

d
q
九
ノ

之
内J
E
J
凶
官
d
’
主

建
弘
前
向
9
t

リ
ン
ス
ト
ン
大

差
t
y

対
帝
01

91
b
gJ

ズ

ヰ

示

場

諸国

学
の
ア
ラ
ン

ク
ル
i

ガ
i

教

対
す
る
需
要
は 、
特
定
の
時
間 、

が
か
な
り
難
し
く 、
サ
！

チ
コ
ス

高
解
像
度
カ
メ
ラ
搭
載
の
ス
マ
！

授
ら
は
2
0
1
5

停
の
論
文
で 、

場
所
に
お
い
て
サ
ー

ビ
ス
供
給
と

ト
が
非
常
に
大
き
く
な
る 。

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
サ
ー

チ
コ
ス

米
国
に
お
け
る
サ
ー

ベ
イ
調
査

需
要
が
発
生
す
る
た
め 、
双
方
の

ま
た 、
サ
ー

チ
コ
ス
ト

の
み
な

ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
コ
ス
ト

が
麟

（
加
地
域 、
6
0
1

人
対
象 、
日

取
引
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と

ら
ず 、
個
人
に
は
レ
ン
タ
ル
サ
！

的
に
低
下
し
た
こ
と
が
状
況
を一

年）
で
ウ
i

パ
！

の
運
転
手
の
特

ー
っ
汁
寸
斗
川
寸
J
iJ

寸
J
H
M

変
さ
せ
た 。
例
え
ば 、
ウ
l

パ
l

徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
そ
れ
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搭
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運
転
手
に
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自
人
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n…
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悶’

双
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確
に
示
す官閥
解
鰻
度
の
写
真
が

め
る
前
に
別
の
職
業
を
持
っ

て
お

…
3…

uw…
ω…
ω…
ω…
川

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
大
き
な
役
割

り 、
副
業
と
し
て
運
転
手
を
し
て

ー…
3…
1…
1叩

酬

を
果
た
し
て
い
る 。

い
る
場
合
が
多
い 。

切

さ
ら
に 、
リ
ソ
ー

ス
不
足
の
間

平
均
的
な
タ
ク
シ
ー

運
転
手
は

側’

題
に
つ
い
て
は 、
物
理
的
な
り
ソ

週
日
時
間
以
上
運
転
し
て
い
る
割

υ‘

ー
ス
は
個
人
と
個
人
を
結
び
つ
け

合
が
お
%
で
あ
る
が 、
ウ
i

パ
i

h‘

る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
運
儲
企
業

の
場
合
は
労
働
時
間
は
短
く 、
週

械

が
規
模
の
経
済
を
利
用
し
て
提
供

同
時
間
以
下
が
半
分
を
い門
め
る

’ー

す
る
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド

に
よ

（
表
参
照）

。
ま
た
特
軍
す
べ
き

は 、
ウ
i

パ
！

の
場
合 、
選
当
た

り
労
働
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら

ず 、
時
間
当
た
り
賃
金
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず 、
か
っ 、
そ
の
水
準

は
一平
均
的
な
タ
ク
シ
ー

運
転
手
よ

り
も
高
い
こ
と
だ 。

こ
の
よ
う
に 、
ウ
！

パ
l

は
運

転
手
が
本
職
と
も
両
立
し
な
が

ら 、
空
い
た
時
闘
を
活
用
し
て
そ

れ
な
り
の
収
入
を
効
率
に
得
ら
れ

る
と
い
っ

た 、
か
な
り
柔
軟
な
働

き
方
を
提
供
し
て
い
る 。
こ
れ
が

ウ
i

パ
ー

に
よ
る
運
転
手
の
格
付

け
シ
ス
テ
ム
や 、
運
転
手
の
評
判

が
潜
在
的
な
乗
客
と
共
ゎ科
さ
れ
る

こ
と
も
合
わ
せ
て 、
比
較
的
擾
秀

な
人
材
を
引
き
寄
せ
て
い
る
要
罰

と
い
え
よ
う 。

ウ
i

パ
i

の
運
転
手
が
労
働
者

と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
が 、
高
い

柔
軟
性
を
維
持
し
な
が
ら
も 、
自

律
的
な
働
き
方
が
可
能
に
な
っ

て

い
る
点
は
着
目
す
べ
き
で
あ
る 。

P
2
P
レ
ン
タ
ル
市
場
の
規
制

と
い
う
観
点
か
ら
は 、
既
存
業
界

へ
の
影
響
の
把
躍
が
重
要
で
あ

る 。
米
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
ジ
ョ

ル

フ
ョ

ス・
ゼ
ル
パ
ス
助
教
授
ら
の

同
年
の
論
文
は 、
テ
キ
サ
ス
州
に

お
け
る
エ
ア
ビ
！

ア
ン
ド
ピ
l

参

入
の
短
期
宿
泊
市
場
や
既
存
の
ホ

テ
ル
業
界
へ
の
影
響
を
分
析
し

た 。エ
ア
ピ
i

ア
ン
ド
ピ
i

の
市
場

が
叩
%
増
加
す
れ
ば
ホ
テ
ル
業
界

の
収
入
が
0・

鉛
%
抵
ド

し 、
州

都
オ
i

ス
テ
ィ
ン
市
の
よ
う
に
急

速
に
参
入
が
増
え
て
い
る
地
域
の

影
響
は
収
入
の
8
1

印
%
の
ケ
ー

ス
も
あ
る 。
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
は

若
干
低
下
し 、
ホ
テ
ル
の
室
糾
も

大
き
く
抵
下
し
た
た
め 、
通
常
の

ホ
テ
ル
の
利
用
者
も
メ
リ
ッ
ト

を

享
受
し
て
い
る 。
特
に 、
季
節
的

な
需
要
の
ピ
l

ク
に
合
わ
せ
て
エ

ア
ビ
i

ア
ン
ド
ビ
l

は
供
給
を
柔

軟
に
調
整
で
き
る
た
め 、
こ
れ
が

ホ
テ
ル
室
料
の
高
騰
を
抑
制
し
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

た 。

一
方 、
注
目
す
べ
き
は 、
そ
の

影
響
が
ホ
テ
ル
の
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
も
異
な
る
点
で
あ
る 。
通
常 、

エ
ア
ビ
l

ア
ン
ド
ピ
ー

が
宿
泊
容

に
提
供
で
き
る
ア
メ
ニ
テ
ィ

は
通

常
の
ホ
テ
ル
よ
り
も
娘
ら
れ
る
た

め 、
ハ
イ
ラ
ン
ク
で
あ
っ

た
り 、

大
規
模
チ
ェ
ー

ン
で
あ
っ

た
り 、

会
議
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー

ズ
に

対凶
で
き
た
り
す
る
ホ
テ
ル
ほ
ど

エ
ア
ビ
！

ア
ン
ド
ビ
i

の
影
響
を

受
け
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ

た 。

つ
ま
り 、
既
存
の
ホ
テ
ル
業
界
は

単
に
新
た
な
業
態
の
参
入
で
淘
汰

さ
れ
る
の
で
は
な
く 、
競
争
し
な

が
ら 、
サ
ー

ビ
ス
の
差
別
化 、
ず

み
分
け
を
図
る
こ
と
は
十
分
可
能

で
あ
る
と
い
え
る 。

新
た
な
業
態
の
参
入
に
つ
い
て

は 、
既
存
の
業
界
が
自
分
た
ち
の

身
を
守
る
た
め
に
消
費
者
保
護
の

御
旗
を
立
て
て 、
反
対
し
た
り 、

過
剰
な
規
制
を
か
げ
よ
う
と
し
た

り
す
る
の
は
世
の
常
で 、
欧
米
で

も
珍
し
く
な
い 。
た
だ 、
米
国
で

は
州
ご
と
に
規
制
が
異
な
る
た

め 、
参
入
状
出
な
ど
に
は
違
い
が

出
て
き
て
お
り 、
結
果
と
し
て
試

行
錯
誤 、
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
え
る 。
円
本
の
場
合
も 、
こ

う
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

こ
そ
特
区
を
使
っ

て
規
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
実
験
し 、
適
切
な
規

制
の
「
さ
じ
加
減」
を
見
い
だ
し

て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う 。

4
人
の
筆
者
が

交代
で
執
筆 、

原
剤 、
月
1
胆
掲
載
し
ま
す 。
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安倍政権の経済政策「アベ

ノミクス」による円安と戦略

的な訪日ピザ（査証）緩和
、

免税制度や出入国管理体制の

充実など規制改革を背呆に
、

訪円外国人旅行者数が急増し

ている
。

政府はこの間向を加

速させるべく「閉円の円本を

支える観光ビジョン」として
、

2020年には2倍
、

叩年に

は3倍にする意欲的な閉標を

打ち出した（表参照）
。

達成

されれば
、

さらなる経済成長

の大きな文えとなるだろう
。

一方で
、

目標達成を悶鰐し

かねない供給制約が既に表面

他している
。

東京
、

大阪
、

京

都など都市部のホテルの需給

が逼迫し、

願容のニiズを満

たす品質を備えた宿泊施設は

フル稼働に近い状出だ
。

国内

旅行や出膿時の宿泊料金が高

騰するケlスもみられ
、

円滑

な経済活動の妨げになりかね

ない
。

層策として推進する観

光立国に向けた大担な政策が

供給制約の問題をル一み
、

経済

成長の足を引っ張る事態を防

ぐためにも
、

自宅や空室で宿

泊サービスを提供する「民泊」

への期待が高まっている
。

民泊では実態が先行
、

旅館

説法など現行ル！ル上は違法

なものも以がっている
。

近隣

住民が迷惑を被るなどの「外

部不経済」も懸念される
。

昨

秋には厚生労働省の「民泊サ

＜
資

料
B
>

車京大学教授

！ピスのあり方に関する検討

会」も発足し、

制堅設計の
一

論が急ピッチで進んでいる
。

ホテルが不足しているから

民泊で代替するといった媛小

（わいしよう）な議論にとど

めではならない
。

民泊を巡る
欄、

世界
t震動

初
口

脇

周
自

の
日

本
を

支
え

る
観

光
ピ

ジ
浅

ン
の

新
た

な
臨

機
纏
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議論は
、

現に存在する
、

ある

いは近い将来大量に発生する

遊体・低隊鋤資産を効率的に

利用することで生産性を上

げ
、日本経済に活力宇佐守える

シェアリングエコノミーを発

展させるための制度インフラ

構築の重要な第一歩となる
。

訪日外国人の宿泊施設不足

の問題だけにとらわれると
、

ホテルが将来大還に建設され

れば民泊は不整になるとか
、

外国人容に限定して解禁すれ

ばよい
、

といった非生産的な

議論になりかねない
。

遊休・

題は既に顕在佑している
。

民

的により住環境が惑佑して不

動産価格が下落するならば
、

民泊が経済効率性を下げると

評価せざるを得なくなる
。

不動際価格に帰精しない外

部不経消も存在する
。

感染症

やテロ対策のためにも宿泊者

の滞在履踏を追えるよう
、

本

人確認や宿泊名樽作成が可能

な体制を躍える必要がある
。

鮒期制の状出を安易に合法佑

するのではなく
、

一定のルー

ルづくりとあわせて「社ム拙か

らも歓迎される民泊」を大切

に禽てていく規点が重要だ
。

民泊のル！ル整備は2段階

で進められる
。

まず法改正な

しにできる改革として
、

国年

泣から民泊を旅館業法のカプ

セルホテルなどと同じ類型の

簡易宿所と位盤づけ国積基準

やフロント設罷義務を緩め
、

旅館業法に基づき常業許可を

とるようハードルを下げた
。

認をして樹泊名簿を作成する

ことが可能だ
。

ホストが生活

しているので
、

近隣伶民に迷

惑をかける事態が起きても
、

責任者が明確で苦情も伝わり

ゃすい
。

近隣住民とトラブル

を起こせば臼分の生活環境が

悪くなるから
、

それを抑制す

る誘因は相対的に大きい
。

また集合住宅では
、

必然的

に共用部を使用することにな

り、

相対的に外部不経済の閥

閣が組きやすい
の

最も問題の

起きにくいと考えられる二円

建て・家主居住硝の民治は必

要最小限の規制にとどめ
、

懸

念のより大きい集合性宅・家

キ不在型のものには管理讃任

を負う者の選定などの追加規

制を課すことも考えられる
。

集合住宅は相対的に外部不

経済の問題が深刻と指摘した

が
、

長期的には正しくない
。

集合住宅では住民の意思で管

理規約を改正し民泊を禁止す

ることも可能で
、

拐にそうし

た管理組合もある
。

マンショ

物件類型に応じ規制

シェア経済の先導役期待

低稼働の不動躍の問題が一関

深刻になる日本では
、

資産の

効率的利用の意識は今後も大

きくなると考えるべきだ
。

とはいえ野放留に民泊を拡

大すればよいわけではない
。

マンションのゲストルlム安

木来の目的に反して占拠す

る
、

ゴミ出しルiルを守らな

い
、

夜中に大騒ぎするなど
、

近隣伶民への外部不経済の開
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しかしこの改革では民泊も

旅館と位盤づけられ
、

用途規

制のため住宅専胤地域では原

則として許可がとれない
。

ま

た現行の旅館業法では橋治拒

否は原倒則違法なので
、

インタ

ーネットでの仲介事業者によ

るゲスト・ホスト双方の格付

けに謀づいてホストがゲスト

を選べるサービスも展開でき

ない
。

今回の改箪だけでは民

泊の本格展開には不十分だ
。

第2段階として
、

新法制定

や旅館業法改正も選択肢とす

る本略的な規制改箪を進める

べく議論が進んでいる
。

最低

でも
、

二戸建てか集合住宅か
、

家主が居住しているか一脅かの

4類型に区別して進める必要

がある
。

類型ごとに外部不経

済の程度が興なるからだ
。

家主が居住し不布時には貸

し出さないタイプのいわゆる

ホ！ムステイ型の民泊であれ

ば
、

ホストがゲストの本人確

ンの住環境や資醗価儲を損ね

る一事態を適切に防ぐ手段があ

り、

集合住宅を民泊の対象か

ら外すのは合理的ではない
。

民地のゲストとホストをつ

なぐ米Airbnb（エアビ

lアンドビl）や百戦錬磨（仙

台市）のような予約仲介事業

者（プラットフォlマl）に

規制を課すことも検討されて

いる
。

原則自由なインターネ

ットの世界に新たな規制を設

けるのは規制緩和の流れに逆

行すると批判する者もいるか

もしれないが
、

正しくない
。

そもそも規制は緩和するも

のではなく改恕するものであ

り、
焼制緩和は問的ではない

。

またプラットフォiマlに一

定の寅任を負わせることで
、

ホストに対する姐制を結果的

に緩和する視点も盤要だ
。

プ

ラットフォ！マ！が外部不経

済に関して一定の賞候を果た

し、

そうしたプラットフォl

マーにしか盆録しないホスト

には騒い規制で負担を軽減す

ることが検討されてもよい
。

「また貸し禁止」の賃貸契

約や
、

集合住宅の管理現約に

反する民泊は認められるべき

でなく
、

プラットフォiマー

にそうした物件を登録させな

い制度も考えられる
。しかし

プラットフォ！マ！に集合住

宅の管盟規約を個々に確認さ

せるのはコストがかさみ
、

民

泊の発鹿を間宮しかねない
。

規制を強佑するなら
、

民泊禁

止の管思畑約を持つ管盟組合

が登録できるデ！タベiスを

政府主噂でつくり、

プラット

フォlマlが容易に確認でき

る仕組みを考えるべきだ
。

遊休・低稼働資伊を貸し借

りし、

生産性を高めるシェア

リングエコノミーは
、

宿泊場

所をシェアする民泊に限らな

い
。

自宅駐車場
、

自家用車
、

歯龍池のような物的資産だけ

でなく
、

人間の能力
、

人的資

本の生産性を高めることにも

資する
。

今後もインターネッ

トビジネスの発展を背景に
、

革新的なビジネスモデルが次

々と生まれてくるだろう
。

規制改革で震喪なのは
、

今

後参入してくる者も含め事業

者の創意工夫を最大限牧かせ

るよう道を聞くことだ
。

民泊

の制度設計はその第一歩だ
。

今回の制度改革が
、

既存の

ホテル・旅館業界との利害調

盤に終始し、

民泊やプラット

フォlマiの健全な発展の足

かせとなる規制を強佑するだ

けの結果とならないようすべ

きだ
。

観光ビジョンの達成を

困難にするだけでなく
、

シェ

アリングエコノミーを支える

制度改革を継続する能力を疑

われることになりかねない
。

世界ゼ最も進んだ合理的な

改ぷで
、

社A強からも祝福され

る健全な民泊宇佐背てる制度設

計を成功させ
、この国の改革

能力を憶に恭すべきである
。

まつむら・としひろ郎作

生まれ
。

東大博引（経済学）
。

専門は産業組織
、

公共経済学
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